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●使用済燃料「 乾式貯蔵施設」の設置を事前了解

●原子力政策に対する国の主体的な対応を要請

●文部科学省が概算要求案を県に説明

●発電所の運転状況 ・  安管協リポート

原 子 力 ト ピ ッ ク ス

N u c l e a r  P o w e r  T o p i c s

エネルギーの七変化!
びっく り チェ ンジ！

地球
いきいき

体を動かし てエネルギーを発見！ 

エナジーアスレチックスに
チャレンジしよう！



　
関
西
電
力
㈱
が
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
内
で
設
置
を

計
画
し
て
い
る
使
用
済
燃
料
の
乾
式
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、

県
は
８
月
28
日
、
事
業
者
と
の
安
全
協
定
に
基
づ
き
、
事

前
了
解
す
る
こ
と
を
同
社
に
伝
え
ま
し
た
。

　
安
全
協
定
で
は
、
原
子
炉
施
設
に
重
要
な
変
更
を
行

う
と
き
は
県
や
立
地
自
治
体
の
事
前
了
解
が
必
要
で
す
。

県
で
は
、「
国
へ
申
請
す
る
こ
と
に
対
す
る
了
承
」
と
国
の

審
査
後
に
「
設
備
の
設
置
や
変
更
に
対
す
る
了
解
」
の
２

段
階
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
て
、
令
和
６
年
３
月
に
、

国
へ
の
申
請
を
了
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
は
２
段
階

目
に
な
り
ま
す
。

　
県
は
、
事
前
了
解
に
当
た
り
、
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
実
行
状
況
を
確
認
す
る
と
し
、そ
の
状
況
に
つ

い
て
は
、六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
技
術
的
な
議
論
が
終
わ

り
、
審
査
終
了
の
見
通
し
が
立
つ
こ
と
が
重
要
と
し
て
、
設

工
認
（
設
計
お
よ
び
工
事
計
画
の
認
可
）に
係
る
説
明
終

了
の
段
階
で
判
断
す
る
方
針
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
説
明

は
本
年
６
月
に
終
了
し
ま
し
た
が
、７
月
に
、
国
か
ら
再
処

理
工
場
の
竣
工
目
標
が
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
認

識
が
示
さ
れ
た
た
め
、
竣
工
に
向
け
た
国
と
事
業
者
の
具

体
的
な
取
り
組
み
や
考
え
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
考
え
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
27
日
と
８
月
18
日
に
、
県
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

と
関
西
電
力
か
ら
、
再
処
理
工
場
の
竣
工
に
向
け
た
取
り

組
み
や
竣
工
遅
れ
の
可
能
性
に
よ
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
影

響
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か

ら
は
「
説
明
終
了
に
よ
り
、
竣
工
ま
で
の
見
通
し
が
確
か
に
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使
用
済
燃
料
「
乾
式
貯
蔵
施
設
」の
設
置
を
事
前
了
解

乾
式
貯
蔵
施
設
の
事
前
了
解
に
係
る
主
な
経
緯
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得
ら
れ
た
」
と
し
た
う
え
で
、
使
用
済
燃
料
対
策
推
進
協

議
会
の
幹
事
会
を
毎
月
開
催
し
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
進

捗
管
理
を
行
う
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
関
西
電
力

か
ら
は
「
仮
に
竣
工
目
標
か
ら
遅
れ
て
も
、当
面
の
搬
出
量

に
大
き
な
影
響
は
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、
竣
工
遅
れ
が
明

ら
か
と
な
れ
ば
、実
効
性
の
あ
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
速
や
か
に

示
す
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
20
日
に
は
、
立
地
の
各
町
長
か
ら
、
乾
式
貯

蔵
施
設
は
地
元
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

速
や
か
に
整
備
す
べ
き
と
の
考
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
国
や
事
業
者
、
立
地
町
の
考
え
を
踏
ま
え
、

８
月
28
日
の
県
議
会
全
員
協
議
会
で
、県
議
会
の
意
見
を

確
認
し
た
う
え
で
、
安
全
性
の
確
保
を
最
優
先
に
、
必
要

性
や
実
効
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
石
田
知
事
は
事

前
了
解
す
る
こ
と
を
判
断
し
ま
し
た
。

　
一
方
、県
議
会
等
で
議
論
の
あ
っ
た
使
用
済
燃
料
の
長
期

保
管
や
貯
蔵
容
量
拡
大
へ
の
懸
念
に
対
し
て
は
、
搬
出
開

始
時
期
や
貯
蔵
量
の
考
え
方
、
県
・
立
地
町
へ
の
搬
入
・
搬

出
計
画
の
提
出
な
ど
、
関
西
電
力
が
示
し
た
方
針
に
基
づ

く
内
容
を
事
前
了
解
の
通
知
文
書
に
明
記
し
、
県
と
し

て
、厳
格
に
監
視
・
指
導
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
県
は
、
引
き
続
き
、
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

実
行
状
況
を
適
時
・
適
切
に
確
認
し
、
事
業
者
に
対
し
て

必
要
な
対
応
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、国
に
対
し
て
、
責

任
を
持
っ
て
進
捗
管
理
を
行
い
、事
業
者
を
厳
し
く
指
導
・

監
督
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令和6 年 2 月  8 日 関西電力が県および立地町（ 高浜、美浜、おおい）に安全協定に基づく 事前了解願いを提出

 3 月1 5日 県および立地町が国への申請を了承

  県は、関西電力に、最終的な事前了解までに４項目の対応を確認することを伝達

  ①使用済燃料対策ロード マップの実行状況　 ②原子力規制委員会による厳正な審査

  ③具体的な搬出時期の考え方　                 ④立地地域の振興や課題解決に向けた取り 組み

令和7 年  5 月2 8日 原子力規制委員会が高浜発電所（ 第１期分）の設置を許可

 8 月2 9日 関西電力が県に４項目の対応状況を説明

  ①六ヶ所再処理工場の審査が継続中、1 1 月中の設工認の説明終了予定と 2 0 2 6 年度中の竣工目標に変更はない

  ②原子力規制委員会の審査を経て高浜発電所の設置許可、県原子力安全専門委員会でも 安全性を確認

  ③遅く とも 2 0 3 5 年末までに中間貯蔵施設への搬出を開始するなどの考え方を示す

  ④継続的に資金を拠出する新たな仕組みを提示

 9 月2 5日 県議会で知事は、②、③、④の３項目については一定の評価をし 、残る①ロード マップの実行状況については、

  六ヶ所再処理工場の設工認の説明が終了した段階で判断していく 方針を表明

 1 0 月2 9日 原子力規制委員会が美浜発電所の設置を許可

令和8 年  6 月  8日 原子力規制委員会の審査会合において、日本原燃㈱が六ヶ所再処理工場の設工認の説明を終了

 7 月  3日 資源エネルギー庁が、溶液・ 廃液処理などの新たな取り 組みを進める中で、再処理工場の竣工目標が遅れる

  可能性があると の認識を示す

 7 月2 7日 国と 関西電力が県に、再処理工場の竣工に向けた取り 組みや竣工遅れによるロード マップへの影響等を説明

 8 月1 8日 国と 関西電力が県に再度、具体的な取り 組みや考えを説明

 8 月2 0日 県が、立地町（ 高浜、美浜、おおい）の意見を確認

 8 月2 8日 県議会全員協議会を開催し 、県議会の意見を確認

  知事が事前了解することを判断（ 原子力規制委員会許可済の高浜発電所（ 第１期）、美浜発電所分）
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いきいき地球GO！は
こちら！

　 関西電力は、原子力発電所で保管している使用済燃料を中間貯蔵施

設へより円滑に搬出できるよう、また搬出までの間、電源を使用せずに安

全性の高い方法で一時的に保管する目的で、乾式貯蔵施設を設置する

こととしています。

　 使用済燃料プールでの貯蔵も原子力規制委員会の許可を受け、必要

な安全性は確保されていますが、歴代の規制委員長も、乾式貯蔵の方が

より望ましいとの認識を示しています。

　 関西電力は、使用済燃料を乾式貯蔵施設に移し 替えることで発生する

使用済燃料プールの空きスペースは原則使用せず、発電所敷地内で貯

蔵することができる量は変わらないとしていて、その例外に六ヶ所再処理

工場の竣工や操業開始の遅れは当たらず、例外が認められるケースは、

県と立地町が認めた場合に限り、きわめて限定的としています。

　 また、遅くとも2035年末までに乾式貯蔵施設から中間貯蔵施設への

搬出を開始する方針を示していて、県は、こうした方針が遵守されるよう、

事業者の対応を厳しく 監視していくこととしています。

なぜ、 乾式貯蔵施設を設置する必要があるのですか？Q

乾式貯蔵施設を作ると敷地内に保管する使用済
燃料が増えてしまわないのですか？
ずっと保管することにはならないのですか？

Q

A

A

再処理工場

原子力発電所

乾式貯蔵施設

中間貯蔵施設

使用済燃料
プール

キャスク

外気

温まった
空気

外気

温まった
空気

バ
ス
ケ
ッ
ト

一
次
蓋

二
次
蓋

鉄筋コンクリート 製の格納容器

使用済燃料

乾式貯蔵の

冷却イメ ージ

　
石
田
知
事
は
４
月
28
日
、赤
澤
亮
正
経
済
産
業
大
臣
と
経

済
産
業
省
で
面
談
し
、▽
原
子
力
政
策
の
明
確
化
と
着
実
な

実
行
▽
使
用
済
燃
料
対
策
へ
の
主
体
的
な
対
応
▽
原
子
力
発

電
に
対
す
る
国
民
理
解
の
促
進
等
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

　
赤
澤
大
臣
は
▽
中
長
期
的
な
原
子
力
発
電
の
見
通
し
・
将

来
像
の
検
討
が
必
須
で
あ
り
、議
論
を
深
め
て
い
く
▽
関
西
電

力
の
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
実
な
実
行
を
含

め
、事
業
者
全
体
で
一
層
連
携
し
な
が
ら
、対
策
を
強
化
し
て
い

く
▽
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
竣
工
に
向
け
、
官
民
一
体
で
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
む
▽
原
子
力
の
必
要
性
や
意
義
に
つ
い
て
、

国
民
に
丁
寧
な
説
明
を
尽
く
し
、電
力
消
費
地
を
含
め
た
幅

広
い
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
粘
り
強
く
取
り
組
む
な
ど
の
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
同
日
、
松
本
洋
平
文
部
科
学
大
臣
と
も
面
談
し
、

高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
や
新
型
転
換
炉
原
型
炉
ふ
げ
ん
の
廃

止
措
置
の
着
実
な
実
行
や
新
試
験
研
究
炉
の
早
期
整
備
等

に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

　
県
は
引
き
続
き
、
責
任
あ
る
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

着
実
な
実
行
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え

て
、
国
に
強
く
求

め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

原
子
力
政
策
に
対
す
る

国
の
主
体
的
な
対
応
を
要
請

文
部
科
学
省
が

概
算
要
求
案
を
県
に
説
明

　
８
月
28
日
、
文
部
科
学
省
の
岩
渕
秀
樹
大
臣
官
房
審
議

官
が
県
庁
を
訪
れ
、
武
部
副
知
事
に
対
し
、
国
の
令
和
９
年

度
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
岩
渕
審
議
官
は
、
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
に
つ
い
て
、

令
和
10
年
度
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
搬
出
開
始
に
向
け

た
準
備
等
の
経
費
を
計
上
し
、
新
型
転
換
炉
原
型
炉
ふ
げ
ん

に
つ
い
て
、令
和
９
年
度
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
使
用
済
燃
料
搬

出
の
た
め
、
国
内
か
ら
の
輸
送
等
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し

た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
も
ん
じ
ゅ
」
敷
地
内
で
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
新

試
験
研
究
炉
に
つ
い
て
は
、
推
定
活
断
層
に
係
る
更
な
る
地

質
調
査
や
施
設
等
に
係
る
詳
細
設
計
等
の
予
算
を
計
上
し

た
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
説
明
を
受
け
た
武
部
副
知
事
は
、▽
来
年
度
は
使
用
済
燃

料
搬
出
の
年
で
あ
り
、
安
全
か
つ
確
実
な
搬
出
に
万
全
を
期

す
こ
と
▽
試
験
研
究
炉
の
整
備
に
つ
い
て
、早
期
に
設
置
許
可

申
請
の
見
込
み
時
期
と
建
設
予
定
地
を
提
示
す
る
こ
と
等

を
求
め
ま
し
た
。

赤澤経済産業大臣（ 右）に要請書を渡す

石田知事（ 左）

            令和9 年度の主な予算案

                       もんじゅ

廃止措置に係る経費 1 2 8 億円  (8 0 億円)

安全対策・ 維持管理等経費 1 0 9 億円(1 0 8 億円)

　 　 　 　 　 計 2 3 7 億円(1 8 8 億円)

                        ふげん

使用済燃料搬出に係る経費 9 3 億円(2 9 億円)

廃止措置に係る経費 3 0 億円(3 0 億円)

維持管理等経費 3 9 億円(2 3 億円)

　 　 　 　 　 計 1 6 2 億円(8 2 億円)

          新試験研究炉の開発・ 整備

新試験研究炉に係る経費 3 9 億円(2 5 億円)

※（ 　 　 ）：令和８年度予算額（ 令和７年度補正予算額を含む）

使用済燃料の

再処理工場搬出

までの流れ



地球
いきいき

表紙のマンガに出てきたよう に、ジェット コ ースタ ーの「 速さ 」は、スタ ート 地点から

どれだけ下がったかの「 高さ の変化」に大きく 関係し ています。これはコースタ ーが

持つ位置エネルギー（ 高さ ）が運動エネルギー（ 速さ ）に変換さ れるためです。

では、エネルギーとはいったい何でしょう か？

エネルギーの七変化!
びっく り チェンジ！

体を動かし てエネルギーを発見！ 

エナジーアスレチックスにチャレンジしよう！

　
工
作
用
紙
と
ビ
ー
玉

を
使
う
と
、
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
を
簡
単
に

再
現
で
き
ま
す
。
ル
ー

プ
コ
ー
ス
タ
ー
を
組
み

立
て
て
、
ど
の
高
さ
か

ら
転
が
せ
ば
ビ
ー
玉
が

１
回
転
で
き
る
か
実
験

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

工作の作り 方と

遊び方はこちら！

スマート フォンで

ＱＲコ ード を

読み取ってね

　
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
速
さ
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
坂
を
下
っ
て
加
速
し
て
い
る
㋑
の
部
分
が
一
番
速
い
と
思

う
人
が
多
い
で
す
が
、
実
際
は
コ
ー
ス
の
最
も
低
い
地
点
で
あ
る

㋒
で
一
番
速
く
な
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
は
始
め
に
モ
ー
タ
ー
の
力
で
最
高
点
の

㋐
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
状
態
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
斜
面
を
下
る
と
、
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

だ
ん
だ
ん
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
、
最
も
低
い
位
置
で
運

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
大
に
な
る 

＝ 

速
度
も
最
大
に
な
り
ま
す
。

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
は
な
ぜ

高
い
場
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の

　
私
た
ち
は
普
段
の
生
活
の
中
で
、
電

気
を
使
っ
て
お
湯
を
沸
か
し
た
り
、
燃

料
を
燃
や
し
て
自
動
車
を
走
ら
せ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
物
を
温
め
た
り
、
動
か

し
た
り
、
物
質
を
変
化
さ
せ
た
り
す
る

働
き
を
科
学
の
分
野
で
は
仕
事
と
い

い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
仕
事
を
す
る
能
力

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
原
子
力
の
科
学
館
「
あ
っ
と
ほ
う
む
」

の
展
示
エ
リ
ア「
エ
ナ
ジ
ー
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ス
」で
は
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う

　
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る

物
体
が
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
高

い
と
こ
ろ
に
あ
る
物
ほ
ど
、
ま
た
、
質
量
が

大
き
い
物
ほ
ど
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
き
く

な
り
ま
す
。

　
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
動
い
て
い
る
物
体

が
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
動
い
て
い

る
物
の
速
さ
や
質
量
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

ピンを 倒すボウリ ングの球 釘を打ち付けるハンマー

豆電球を 光らせる

電池

火をつけると 燃える

石油

日焼けを 起こす

太陽の光

身近にある
エネルギーを持つ物の例

こ れら の物は全て

「 エネルギーを持っている」

と 言えます。

運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
量

「 あっと ほう む」にある位置エネルギーの展示物「 JU M P」。高く ジャンプする

ほど、高得点になります。

運動エネルギーの展示物「 PU SH」。大玉

を速く 転がすほど、高得点になります。

水力発電は水が持つ位置エネ

ルギー、風力発電は風が持つ

運動エネルギーを 利用し た発

電方法です。

石油

＋

ー

運
動 

エ
ネ
ル
ギ
ー

位
置 

エ
ネ
ル
ギ
ー

水力発電

風力発電

位置

エネルギー

運動
エネルギー

㋐

㋑

㋒

工作 用紙で つく っ た ループ

コースタ ー。

ループ より も 数c m 高い位置

からビー玉を転がすと 一回転

できます。

4



5

美浜町エネルギー

環境教育体験館

「 きいぱす」

美浜町

「 あっとほう む」は、エネルギーや

電気、原子力について楽しく 学

べる学習遊園地！館内には、体を

動かし ながら 楽しく 学べる参加

体験型の展示が盛りだく さ ん！

エネルギー環境教育に特化し た体験型施設。

発電体験をはじ め、バッ テリ ーカーや立ち 乗り

電動二輪車の乗車体験などを通して、身近なエ

ネルギーの特徴を理解し 、日々の暮らし や地球

環境について考える力を養う こと ができます。

敦賀市

原子力の科学館

「 あっと ほう む」

監
修
：
福
井
県
教
育
総
合
研
究
所 

教
科
研
究
セ
ン
タ
ー
・
理
科
教
育
課

県内でエネルギーを体験できる施設はこちら！

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
い
く
つ
も
の
種
類
が
あ
り
、
光
↓
電
気
、
電

気
↓
運
動
な
ど
次
々
と
形
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
と
い
い
、
私
た
ち
の
生
活
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

上
手
に
変
換
す
る
こ
と
で
、
便
利
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

姿
を
変
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
！

　
　
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!

　
楽
器
を
鳴
ら
す
と
、

音
が
空
気
の
振
動
と
し

て
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の

振
動
が
耳
の
中
の
鼓
膜

を
震
わ
せ
、
神
経
を
通
っ

て
脳
に
伝
わ
る
こ
と
で
、

音
と
し
て
聞
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

たいこを叩く と 、ピンと 張られた皮が

振動し 、音として伝わる。

　
太
陽
の
光
や
電
球
か

ら
出
る
光
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
１
つ
で
す
。
光

は
物
を
照
ら
す
だ
け
で

な
く
、
植
物
の
光
合
成

や
、
太
陽
光
発
電
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

太陽の光が物にあたり 、周囲を

明るく 照らす。

　
熱
は
人
類
が
太
古
の

時
代
か
ら
利
用
し
て
い

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

人
類
は
薪
や
枯
れ
草
を

燃
料
に
し
て
火
を
起
こ

し
、
食
材
を
調
理
し
た

り
、
寒
さ
か
ら
身
を
守
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

食材に熱を与えることで化学変化が

起こり 、見た目や味が変化する。

電気エネルギーは

他のいろいろなエネルギーに

変換することができるから

現代の生活に欠かせ

ないんだね

BRIGHTENBRIGHTEN SOUNDSOUND

熱熱 

エ
ネ
ル
ギ
ー

光 

エ
ネ
ル
ギ
ー

音 

エ
ネ
ル
ギ
ー

電気エネルギー

音エネルギー

位置エネルギー

運動エネルギー熱エネルギー

光エネルギー

化学エネルギー

マイクロ
フォン

LED電球

水力発電

スピーカー

エレベータ ー

火力発電
原子力発電

使い捨てカイロ

燃料電池

燃焼

風力発電

火起こし

蒸気機関

扇風機
（ モータ ー）

光合成

電気分解

太陽光
発電 ジェット

コースタ ー

電気
ヒータ ー



福井県には、1 5 基の原子力

発電所があります。

現在７ 基が新規制基準に

合格し 、再稼働しています。

2 02 6年9月1 4日現在

発電所の運転状況 安管協リポート

1  原子力発電所周辺の環境放射能測定結果

　（ 2 0 2 5 年1 0 月～2 0 2 6 年３月）

今回の調査結果において、県内原子力発電所に起

因する環境安全評価上の問題は認められなかった。

・ 線量率連続測定および積算線量測定

　 県内の原子力発電所に起因する放射線量の上昇

　 は観測さ れなかった。

・ 環境試料の放射能測定

　 下記の試料、またはその一部からセシウム1 3 7 が

　 検出さ れたが、いずれも 環境安全評価上問題とな

　 るレベルと 比べ、はるかに低い濃度であった。

2  原子力発電所から排出さ れる温排水調査結果

　（ 2 0 2 5 年1 0 月～2 0 2 6 年３月）

下記の場所で水温と 塩分測定を実施し た結果、従来

の観測値と 同程度だった。

第2 3 3 回福井県原子力環境安全管理協議会が3 月3 0

日に原子力の科学館「 あっと ほう む」（ 敦賀市）で、第2 3 4

回協議会が7 月3 0 日に敦賀市福祉総合センタ ー「 あい

あいプラザ」で開かれまし た。概要は次のと おりです。

第233回
第234回

http s://www .p ref. fukui . lg . jp /doc/atom/index.htm l

福井県原子力安全対策課

福井県原子力安全対策課のホームページでは、県内の原子力発電所

の運転状況、県の記者発表文などを公開しています。

もっと 詳し く 知り たい方は・ ・ ・

6
http s ://w w w .a thome. tsu rug a . fuku i . jp /

あっとほうむ
応募は、スマートフォン・タブレット 等から右のＱＲコ ード にアクセスいただき、クイズの答えとアンケート
のご回答、ご希望のプレゼント（ Ａ・Ｂのいずれか）、本誌や原子力に関するご意見・ご質問などをご入力
く ださい。また、原子力の科学館「 あっとほう む」のホームページからもご応募いただけます。

【 締め切り】2026年11月30日㈪

福井県産
「 いちほまれ」
（ 2k g ）

A

ご応募はコチラから!!

5 名

さばのへしこ

B

5 名

4

56

1
2

3

ク イ ズに

答えて、

プレ ゼン ト を

当てよう ！

ク イ ズ プレ ゼン ト

Q u iz P＆ !resent原子力原子力

県内にある 原子力発電所の中で、

敷地内に試験研究炉の新設が計画

さ れているのはどこでしょう？

① 高速増殖原型炉もんじ ゅ

② 新型転換炉原型炉ふげん

③ 敦賀発電所

④ 美浜発電所

原子力規制委員会は2 0 2 4 年

1 1 月1 3 日、新規制基準適合性

に係る申請に対し 、許可し ない

ことを決定。日本原子力発電㈱

は再申請に必要な追加調査を昨

年9月から行っています。

❶ 敦賀発電所

定期検査中

運転中

停止中

稼働中

廃止措置中

※定期検査とは、約1年に1 回(13カ月以内)運転を

　 停止し 、必要な点検や検査を行うことです。

21

❹ 美浜発電所

3 3

4

原子炉周辺設備の解体

撤去が行われています。

2121

県内で最も 早く 廃止措置に着手

しており 、原子炉建屋内などの機

器の解体撤去が行われています。

発電設備等の解体撤去が行われ

ています。

❷ 新型転換炉原型炉ふげん

❸ 高速増殖原型炉も んじゅ

も んじゅ

ふげん

❺ 大飯発電所

放射性物質を含まない配管や機

器の解体撤去が行われています。

3

4

2

1

4 月から 定期

検査中で、1 2

月頃の運転再

開を 予定し て

います。

❻ 高浜発電所

（ 　 　 　 　 　 　 ）1 9 9 1 .1 2 .1 8
運転開始（ 　 　 　 　 　 　 ）19 7 6 .1 2 .1

運転開始

（ 　 　 　 　 　 　 ）1 99 3 .2 .2
運転開始

（ 　 　 　 　 　 　 ）1 9 8 5 .1 .1 7
運転開始

（ 　 　 　 　 　 　 ）1 9 7 4 .1 1 .1 4
運転開始

（ 　 　 　 　 　 　 ）1 9 8 5 .6 .5
運転開始

（ 　 　 　 　 　 　 ）1 9 7 5 .1 1 .1 4
運転開始

（ 　 　 　 　 　 　 ）1 9 87 .2 .1 7
運転開始

5 月8日に高圧タービンの

周辺で蒸気の漏えいが発

生し 、原子炉を手動停止。

その後、6 月1 6 日から 定

期検査を実施しています。

8 月8 日に「 界磁

喪失」警報が発信

し たこと から 、発

電機およ び 原子

炉が自動停止し

ました。

1 0 月～1 2 月　 農畜産物、海産食品、陸土、海水、海底土

  １月～  ３月　 陸土、海水、海底土

1 0 月～1 2 月　 高浜町内浦海域、おおい町大飯海域、

　 　 　 　 　 　  敦賀市立石海域(1 0 月実施)

  １月～  ３月　 美浜町美浜海域、敦賀市浦底海域（ 2 月実施）

問題

３ ページの記事を参考に、クイズに答えてね。

しっ得！なっ得！

「 あっと ほう む」講演会係 
フリーダイヤル

7 0120-69-1710
お問い
合わせ

【 福井会場】  9 :3 0 ～12 :3 0 　 アオッ サ６ 階6 01A・ B・ C（ 福井市手寄1丁目4 -1）

【 武生会場】 13 :3 0 ～16 :3 0 　 武生商工会議所(越前市塚町101)

【 敦賀会場】 13 :3 0 ～16 :3 0 　 原子力の科学館「 あっと ほう む」（ 敦賀市吉河3 7-1）

〈 応募方法〉 右のＱＲコード  または、お電話でお申し 込みく ださ い。

〈 参加費用〉 無料

〈 応募締切〉 ２０２６年１０月２6 日（ 月）

〈 受講決定〉 受講決定メ ールを送らせていただきます。

＊敦賀会場は、武生会場の様子を中継します。

●場所と 時間

●講　 師 ：  

●テーマ ：  

近畿大学 副学長 特任教授 工学博士

渥美 寿雄 氏
電気予報士 電力系YouTub er

伊藤 菜々 氏

お申し込み、
セミ ナー・

カルチャー教室の
内容はコチラ!!

●開催日 ：  ２０２ 6 年1 1 月3 日（ 祝・ 火）

どう なるの？こ れから のエネルギー

よくわかるエネルギーセミナー

参加者

募集! !
参加者

募集! !

福井・ 武生会場 各定員８０名
敦賀会場 定員５０名

応募者多数の
場合は抽選（ 　 　 　 　 　 　 ）

原子力の科学館「 あっと ほう む」開館5 0 周年記念事業

身近な電気やエネルギーについて一緒に考えてみませんか？

日本のエネルギー政策や課題についてわかり やすく 解説する

セミ ナーです。お近く の会場でぜひご参加く ださ い。

写真はイメージです

全ての会場で
カルチャー教室

「 多肉植物の寄せ
植えを作ろう 」を
セット で実施します。
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https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/atom/index.html
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